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星野 紘二‡＝  
1，健昇段猶芸能比較論の必鬱憤  
芸能は、有名な絵酬乍晶などと同様にぅ槻界脱掛だ、各区＝ニ移動L∴こ－矧；召されている 
モスクワ芸締座のバレー㍉ 拝唱怖癌蘭など甘酢絆酢紅封糾明緑ほ摘膵砿署がしょっちゅう新  
聞に隠戟計れ∴能や歌舞様など朝日寒都南凋ぷ瀾摘湖細海外慧ミ‡潰されでいることが報道されるr】j  
矧時に民族色の遭い歌や踊り ＝矧駐鉛賂）においても、…般に気づかれることほ凍璃沌が、各  
i舅でいろいろと矧幣的な変流受「ご横 磯百う が繰り広げられているようだ聴近鑑償Lた髄Lも  
のトトフJr。ステパルう 会場で得た情報からでもぞの頻繁さがうかがえるLj イン′ド町有郎には、敬  
称掛和風取軋軌に顔をヂコレ紳卜Lての演劇姐御雁牒漉瀾拍力璃㌧て㌦戊藩㌔ 薫雄㍑＝∵Mト  
ララ用のヤクシヤガ…ナを糸株を）ゾ㌔－彬で兄せる ム軌が2棚7附用に頭悪書は滴㌦たノ訪削よ初めて  
招ことだったそうだが、すでにヨ‰…州にトリパでは多くヴ裡まj或㌣でぎ‡滴済ゐであるとプログラムに濱  
汗㌣あったノ 護た日本の沈戸の太劇場拷瀾摘用言㍍．描かれで㈲町瑚！ほ両㍗㌃行っぺ㍉㍉る骨う頂・、  
掛率‖月齢東京新凝握‡ミ櫨民俗芸能フェステパルげ、）塊をこで旬 丸 れ仙翁£㌔が譜㌦ノ〕ていたr こげ）よう  
別離兄だから、当然に緒外とま蔓押）芸能に閲心を寄せる観客あるも′もは澄好宵かが多くな♂○ていること  
が嘉㌻盲られる、ん∋ 今後このようる．ご憧向が【嘉巌専強まるに㌦コれて、世界げ）芸能か附鋸裟ほいメつたような  
情報資料が求められるようにるごるが、）ではないかとさえ思われる（一 宮ヨ孝欄内で芸能敷研究たか、  
漁掛蚤酪酢究などといって従来進められて。きたことなしと㌔薮j句 これからほ至高ぎ率のことだをナではな  








薮態技法も解明されねばならないのである（フ このことばすでに民族音楽研究者サイドでも認識  
きれていて、先行研究婆）なきれている。たとえば国立民族学博物館教授であった藤井劇蘭偲瀾  
の『属騒音楽叢書9“身振りと音楽刊（注1）には、こ椚方面の先駆的論文が掲載選れており、  
濯東京文化財研究所各瞥研究員   
－－∴t65】仙泄  
今後の研究に示唆するところが太きいものがあるように思うJ〕こういった先行研究を見直し、  

















二 ゴミミ∴＝●・・、・－ ●：‾：‾●‾∫・・∴－ 5・・、－∴  
都会で職業補助洗練度齢高い晋鼎芸能畢伝統工芸など働場合闇、地層摩償灘 あるいは時代  
か汗ったこと職慨凱性を超える普劉生を持つので、そこにおいてはÅ々の生活と薫・れとの関わ  
りは、余暇とか趣味とか笥 教養のためとか、もっぱら精神生活働億かさなどに求められること  





春ヨ、与 村先の生活との密着度の強きがうかがわれる。特にニ♂〕梗塞層的芸能と生活との関わりに  
つ‰㌔ての論理的構造の把撞はぅ 芸能の給源や歴軋民族性、地域性などの理解職上には放せな  
∴∴キ∴rう‾∴享÷   
ニの点各こ関L旬 音楽的視点からの考察ではあるが、小泉｛．定義は問題の核心に切り込んでいた1。  
ひとつは生業盤活形態の瑚遥から、芸能の給源やその後の歴鋸j勺展開を素描し／ていた∈。教師ま  
訝楽 ぐ芸能〕についての発生時綴椚考察であるが＼原締約生業形態を現代にまで引きずってき  
圧しト一   




統の姿だったそうで、太きくはカリブ仙叫 （親類）を食料とLていた系統と、それより後代に始  
まった鯨漁に依拠して暮らす系統との二穫の生業形態がみられるとむちう。この両者の音楽性は  
全く異なっており、そ－こに音楽（芸能）の発生を考えさせる夕山一ニンダボイン卜が認められた  













営む民族に戯いても認められるとて〉むサ加えた「一 式リランカの森林の凝地に住むヴュッダ族は、  
石著銅手代Åのように裸体で往来を歩き、；∈ぎ斧（棒もニニだ㌻刃を鱒わ†射ナた‰の）を投げつけて騰物  
（勤柳 を得ていた。彼等の耽やリズ’ムは丁度カリブー岬…・り∴ エス葦1上∵と同璃鉦∴ニ複数照鍾露じ葦が  
緒に歩調を合わせると㌦Lううことがなか〆〕たとむ㌔う乙〕ところが∴計湾鞘かって首覇吟習俗癒着  
！ノていた少数民族などグ〕場合は（ほかにも首狩りは、フィリピンのイブニアト族句 ポルネ璃’♂）ダ  
ヤタ族、中国のり族、インド仰ビルマ国境地帯のナガ族なと甘なた悠城の諸民族に行われて転、た〕、  









1・－－1しう7－▼、－－・「   
ユニゾン解式が発展Lたとゝうう。また〆その後の時代各二重って所謂芸術音楽（芸能）が嚢消毒Lた  
とのだと説明した。   
発生論とは別に、生活将に生業との関わりを、身体表現に視薫をおいてかなり掘り【【【F「げてい  







ながら行ってしうるというジ さらにまたアuアーブかでは一一般的に、母親の背に負ぶわされた赤ん坊  
は両脚を直角に祈って鼠を下方に突きだす姿勢をLており 、また、ブタブリカ′Å、は腰を深く曲げ  
た姿勢を少しも苦痛に思わないたころがあるのだという。こういった日常生活上打習性がが、  
紀を後方毒二衆きた録すような凝りと何らか関係しているだろうとづ、川ほ指摘した♂〕である。〉 こう  
ミカルであると言わ針Lて  も∫うった日常敏活冊虹の動作特徴は、¶一般にアフリカÅの音楽館鵜がリズ  
もー箆ること藍こも関連Lて♭㌔るとも述べている。導きつとも同ノ㌧は、ダンスの所作は日常♂）身体の動  
きを洗練し 当 様式ノはし、体系ノ㌢ヒL．たもが）であって、ストレ血トにその特徴が反映したものだと  
は考えて㌦ちなも鳥。そこの関緑性の説明には苦労Lていた。そこぴ）ところの説明の難Lきは、比  
喩的東硯を借牒て璃葦憶説潤する方法しかない汐）である。結局ぎ司ノ先は、一文化は宙に浮かぷミノ  
ムか開から椚漂うる璃のだという」岩狂言慶治の論考 摘三3う に助けを求めたr。つまり、一機踊”  
を岩田汐）言う  議£文すヒダウ と読み替えて、それは、無意識的に日常行為を繰り返す．．ミノムシが析  
出蔓〆た中空に浮かぷからのような虚構ではあるもの汐〕勺 何らかの意識化を経たそれの背後でほ、  －●  
う藍して㌔ ま寅二元に戻って㌦㌔るむ㌦もう仙一種の自己接着に陥っている地点に漂着L．たこたを私は  
感ずる。J   
芸能の嫉まをヨとか旬 その時柁的変遷、民族的特徴を語ろう之こする時には人々の生業生活に触  
















ととかち Åの暮らL嚢体のことを考慮Lた研究を大木に磯鳩鳩車ればならないと、小泉ほ鴨憾  









ておいても自Ⅵ違こでゝきる〝）だがも 伝統芸能グヨ場合】は▼雄遽凋で塾ないケ血牒が静電旬 日奉では或  
化財保護行政サイドなどから㍍）経済的り友接が行われて粟たわ提グ伊㌘あるrlニれに対雷㌦てなぜそう  
までするのかと凍間が星計れるこたが多かったびたつにほ∴ こ既瀾計紆凰藤 ぐ文化財）椚憾瀾  
に帰国していJるのではな㌦鶏かた思われるぞヨ舷漸や離別う 建造物な（とゼぴつ㈲形♂〕過渡が巨＝ニ見える  
物隊患化射である椚に対Lて、こ椚鳩磯璃∴ 目に瀾議ぶする 上村に閉こえはする）鶴沼慨㌦ 薫  
れは時間の推移とと婆）に瞬間瞬間に消え嘉γ㌦）てしまう非物蔓琵存在であるため笥 それらが穀〆○て  
いるはず〝）ダメー〃仙ジなんかは明確にならなも咽であるr′ ぞれは瑞に生きている太閤に体現きれ  

















と鞘有効性までは暫浸出粟なも篭であろう。   
かって創膵舞踊で評判をとっていた日本舞踊の吾妻徳穂が、ヰも親友克との対談の中で、古鼎  
をし甘か紹た身にりけておか憩いと新しいも翻なんか踊れないものだセ、自ら藍㈲潜機璃「三  
井の晩鐘“j の体験に基づき次椚ように語っていた（注6）。  
こ和銅か）のために腰里のう雀）患いまLたし、痩せる思いを味わい続けました．。本当に苦  




あ愚。すなわち裏返せばも 青輿の様式の高みとは、たゆまぎる稽古を藍ね、いわば創造的な飛  
躍に匹敵することをもな登ぬぼ達L碍ない賓）のだということであろう。伝統芸能の塑や嫌式た  
ももうと、山般には不変の礫に思われることにおいても、菜は世代ごとに個体を異にLて、それ  










東経ぎドカン（道濃う が破裂して  
艮jから尉「布がコロJンプ筑  
財布の中はサイテンゲ陳プ♭  
－117阜卜・   
などという歌を見ると、まったく新しい歌かと思う。ところが最初の行は、   
一裂ランバン（談判）破裂Lて   
という明酬喜代の歌詞から凍ているし、第二行目ほ、   
山から小僧が飛んで来た   


























けるひとつの世界的な画一－－▲化現象だと貰えようn こういった傾向はホテルのステ叫－ジ上での観  
光客のため鞘ショウもLかりである。この硯象ばひとつは、政界各地の文化的インフラ設備が、  

















日和過疎すとなどにより太変難しくなっている（。だから聴済的支援など、彼等をサボーー… 卜して行  
く文化財保護行陵施策などほ有意義と言うべきであろう。   
ともあれ、今日の柑の踊りの伝承者遂は、昔のÅ遂に比べていろいろと∵グルチに機会をこな  
Lて孝青かな柑ればならなも〆篭紆ぞある。第一∴次産業㌣相補離穿とサラリ㌧・－マン との兼業者が増えて  
♭つ寝るのであをブ、まさをこ射でな彼等であるノ。彼等はタフでなければならない。）伝統的な村社会の  
蟻で職執り術府場内ほ凍瀾摘㍑て欲Lいものである。  





げ）島々に、二百以上の民族集団を抱えたインドネシア域撼に分布する舞踊グ）、b 複雑馴妓にわた  




刷172叫   
張をゆるめて、体墓を股の内側からjま卯弓側にかけてグ）筋肉によってH濫える構えが多く見られ  
るく〕膝は接近†困ノ軋は、爪先が中馴向く、い来場戊「捌貨になる1ノ膝は低く体は屈め加減で、体  
研珊尻裾恒溌牒心蜘津幡が行われる〔つ またよ己射酬投に烹ツ互に踏み込むことによ－つて、棒  
金体がノb乃字の進行をす乱戦合‰多い」とげ）こと、）さらに緋1グレーw汐う場合はり句「〟かかとに重心を  
置いて足をいわゆる外股に問いた構えに絡大の特徴がある、－j としている人）木般に教書酎まなかな  
か相手に具体的イメー州ジを♪伝え難いもげJであるが、この機盲㌢も、田村が説明に酬」－してくれた  
写真資料と併せてなんとかを“の特徴説憫が埋姉できるというもげつであるrJも〆〕と尋」言紫による  
敵艶矧掛乃限界を嘆いて凍Lようがない ｝ニ溝を先に進めたい「｝芸能、数態刷毛族性ほ一般論と  
Lて、普遍的価値逐一有憎‾る撼にう針山〆た芸術的轢台芸能よ右巨も、小泉が指摘していたのだが、わ  
らペ歌∴磨読乱一郷土卦絶 卜民俗芸能）といった牒磯咽ぼ浦㍑■菅（7〕基調となるものが新規するこ  
とがひとつ〔。ふたで〕には現代枕好の芸能よりも当禦ミのことながら伝統芸能にそ済むは蕃桟Lてい  
ると言えるだろうモj またそれが鍾硯する捌ま、′j、厳によれば、，外因〝）もげうが輸Åされた時期、  
新Lい芸術様式が生まれる時期、社会劇憐憫押変化によって、諭つ椚撞結する様式内部で変容  
が起こ1つた時期などにおいてである 摘三8） 
郡鞘闇紺∴ 土升掛那紺摘爛惚演に臥いご 伸びる夢屈紅」という老輩を審㍍てい鳶が、  




いうペきであろうがも ぞ伊う理念には肉体♂）首〃伸び」が昏邑⊥ニ〕身才一るし「障れ」の表現がそれ  
である「これに刹圧J∴廿率で闇∴ う雛胱阻念とLパリ封如峯ほ錦城ほれていない。肉体  
針暫靂することをこよる摘沖美力も強調されてきた£≠めにゝ 肉豚を叩きぴつめすこくと患こよる  




る椚である「ノ またこ牒凋緋鯉に逓減＝∴㌃いる嚢律里矧聞や虜沌㌫範タイル膠凋銅数にも康雄㌔ 一うに言及  
していた。  －■－－●  
舞台は狭いほどよいという理念がある。Jしたがて）て、身体も r【縮め」「明かがむ」抑をよ  
し仁とするのは』ゝうまで薮）なかろう。す㌦・克て魂を【絡め射 ため汐〕条件である。 
また、巨j本舞踊の叢の末硯が、肉体増【のもが）ではなく、肉体をできるだけ穫叫揺す   
1∴ミ  
を誇示しようとするタイツ姿♂苅羊舞  衣裳実に焦点を肇しているのは、できるだけ肉体  
とはまた対択的である。j  
このような整懇の民族性ゝ地域性紆把擾説灘が、日本（東漸 と掛羊の比較のみならず、イン  




















このト道行き薮が、賓は盆び）踊を）の根本である。）退歩きながら、鉦を蔽いて 、新盆の家  
の巌で翰を作って踊る或は紳祭りと同一一山で、月夜グ）娩に、雨傘を指したり～、踊りの中  
心に柱をたてた喝する。紳度招実時には 中東に柱を樹てゝ其のまほりを踊て）て廻る  
のが塑である。此締降L．の様式を。怠惰踊りは探り入れて屠るのだ。  
またこの－や心の娃状のものとLては，も 盆踊りにおける音頭取りグ〕ような人間の場合もあるし、  
また、燈籠のような場合もあったことを次のように記していた。  
盆執りの音頭とりは、砕身のよりまLであったものであらう。我々の推測は、更に百  







中国の西南墟び）多くの少数民族からロシア句 ヨh州ロッパ域に居住するÅ々♂〕聞に広く分布Lて  
いる端折りに注目Lているのであるが旬 そ開発祥地につ虹’もては皆目心当たりがなかったので瀬  
の見解には心引かれるものがある（〕ぞの精査は後巨すに委ねることとLて、喩踊をヨの教憩の変容  
形態について－一山、二譜て）ておきたしもことがあるr。ひとつは、今巨ぎの日本ダブ盆踊りでは1、子供の  
遊びのカゴメカゴメのように手をつなき㍗あって踊るということがほとんどな鴬て海 佐渡おけさ  
風の手踊り形式が山般化していることである。奈良平安朝の頃宮廷数族渡によって盛んに踊ら  
れた踏歌が盆踊り汐う脱にも太㌢プ込だのでほないかと経きれてもいるが、それの元となった中閥  
の踏歌は、ら 旧唐督グ絹己戟などによると手を劇つなぎあって踊っていたようだの管見によれば目率  






行なっでいるが執 輪踊りではなくラノインダン謀ゝの形で縛っているt。またモロッコげ～）㌦射レベル施  
♂）それ‰列踊りである。。これは叫叫い一体どう説明したらよい銅であろうか？薮態は予鷲万化を繰り  
返して栄たもであり、それが一山り叫磯′←誹 瞭消え去って行宅もグ）だから、ことを給ずるに当たっての  
証拠探L〆が太変困難なのだく。だから縦断研こ死者グ3手を出し堆かった領域なダブであ点〉。ニれら㌘）  






のひらに載せた盆や勝を落とすことなくず 前転、後転を見せる神楽の盆の靡（脾の舞）、利根川  
流域のツタ舞の藻のぼりや加賀の鳶職による柱上の放れ技など、ゝあちこちに散見きれるのであ  
る。日本の継ぎ獅刊乳の芋は稼閏の厳寒にも見られ、この穫の放れ絃は中国でほ今日維彼の名  













倣附弥の花音云苦が記す す‾珍しきが花」の －i珍L登”なども考えようによっては、こ〝〕桟に連な  
るもと言えるのかもしれない。さらにまた、、 シヤー仰㌢ニズムにおいても同様び〕ことが確認でき  
私∴寛≠赤に焼けた農具職級椚刃を舌でペロリと舐めてみせるとか∴紆のムシロの上ぷ磯凝が  
るとかといった生命′の危険を感じさせるような技や、昏倒神懸か噂Ll∴ ナイフを腹に刺され  
ても何ともないインドネ・シア旬 パ】＝鋸甘掛率達郎技などである。こういったシヤー鵬マエステッ  
タな技は、北東アジア撼に限らず、中東アジアに車3西アジアにも、それ以外♂〕地にても色々と  
伝承されて㌦篭るのである。サーカスの綱渡りの演じ手が綱汐）途中で地面に落下しそうになる、そ  
う㌦包う危うも〆ち州仙儲をよくやってみせるが、こうな匂う “きわどき”を各種芸能が取り込んでいるの  
は、仙一体と首ういうことなのであろうか？ひょっとLたら、演じ手が生身の人間だからそうなの  
でほなかろうかとも思う。。   
ともかく、洋の東西を関わずに分布Lている、アクロバティッタるご技の発祥地は一体と㌢の辺  
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●，          －一   一        一  
注4  注2に同じ  
注5 新音楽の根源にあるも椛〉』1997年、平凡社  
注6 酢プj㌔親友菜箸作集5“音跡‡－の文化†ケど責2003年、学習研究社  
注7 注5に同じ  
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